
（別記） 

令和８年度日吉津村地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

 

日吉津村は、日野川右岸再下流域の平坦部に位置し、国道 431 号を境に、南側は概ね

水田地帯、北側は水田と畑の混在地帯となっている。稲作が中心のため、水田の利用率は

高いが、畑地の利用率は低迷しており、今後、本村の土壌に適した作物の導入を推進し

て、利用率の向上を図る必要がある。 

本地域においては、農作業及び用排水管理の効率化、作物の団地化を図る観点から、地

域内の水田（約 115ha）を 64 のブロックに区分して、毎年、ローテーション方式により

主食用米と主食用米以外の作物の計画的な作付けが行われている。主食用米以外の作物

としては、大豆のほかに、地域振興作物（白ねぎ、ブロッコリー）の作付を推奨し、作業

の効率化、生産性の向上を推進している。 

本地域における水田の土壌は、砂壌土が主で、地力の低いほ場が多いうえ、小区画で作

業効率が悪く、コスト低減、農地集積は容易ではないが、排水対策や団地化の推進、畦畔

撤去による区画拡大により、さらなる生産性の向上を図るとともに、水田政策の見直し

の方向性を踏まえながら、今後のブロックローテーションの在り方の検討や農業経営基

盤強化促進法に基づく地域計画に沿った担い手への農地集積等の取組みを進めていく必

要がある。 

 

２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 

○適地適作の推進 

水稲以外の品目については、排水条件の良好なほ場において、大豆のほか、ブロッコ

リー、白ねぎ等の高収益作物の作付を推進する。 

○収益性・付加価値の向上 

ブロッコリー、白ねぎ等の高収益作物の生産を振興しつつ、大豆については、生産者

が互いに連携し、知識、技術を共有することで、品質の向上と収益力強化を図る。 

○生産・流通コストの低減 

集約的な水稲生産を軸に、麦・大豆との輪作体系を組み込むことで水田の高度利用を

図るとともに、乾田直播等の低コスト生産技術やスマート農業機械の導入による省力化

等を進めていく。 
 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 

○地域の事情に応じた農地の在り方 

耕作条件が良好な水田については、水田機能を保つことで農地としての生産性を維持

するとともに、可能な範囲で、畦畔撤去による区画の拡大を図る。 

また、小区画や不整形の水田については、畑地化とともに、農地以外の用途も含め、

活用方法を検討する。 

○地域におけるブロックローテーション体系の構築 

本地域においては、既にブロックローテーション体系が構築されており、毎年の水稲

作付目標に応じて、ブロックごとに主食用米と主食用米以外の作物を割り振っている。 



○水田の利用状況の点検方針・点検結果を踏まえた対応方針 

地域内のほ場について、水田機能の維持・管理の必要性や周辺ほ場の利用状況を点検

した上で、長期的な視点で、今後の利用の在り方を検討する。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

 

（１）主食用米 

中生品種で食味の良い「きぬむすめ」の作付が主体となっているが、さらに需要に応

じた品種構成に配慮しつつ、収穫作業に支障が出ないよう、水系を考慮した品種ごとの

団地化を推進していく。 

また、地球温暖化に伴う夏季の高温による水稲の品質低下が全国的な問題となって

おり、高温障害に強い新たな品種の導入も検討していく。 

 

（２）大豆 

団地化及び額縁明きょ等による排水改善に取り組みながら、担い手のみならず、生産

者の知識、技術の向上に努め、生産性、品質の向上と栽培面積の維持を図る。 

 

（３）地力増進作物 

高収益作物のさらなる生産性の向上を図るため、地力増進作物の作付を推進し、ブロ

ックローテーションと併せて高収益作物の栽培体系を構築する。 

 

（４）高収益作物（園芸作物等） 

白ねぎ、ブロッコリーを地域振興作物とし、団地化及び額縁明きょ等による排水対

策に取り組みながら、生産性の向上を図る。 

また、担い手農家による作付を推進し、集積による生産コストの削減及び所得の向

上を図る。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

 

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 

 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）
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６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

排水対策助成 排水対策面積 （令和7年度） 1,371a （令和8年度） 1,260a

（実施率） （令和7年度） 115.2% （令和8年度） 95.0%

担い手集積助成 作付面積 （令和7年度） 976a （令和8年度） 1,950a

（担い手集積率） （令和7年度） 65.2% （令和8年度） 75.0%

地域振興作物作付助成 地域振興作物作付面積 （令和7年度） 399a （令和8年度） 780a

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

3

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1-1
1-2
1-3

2

大豆、白ねぎ、ブロッコ
リー

大豆、白ねぎ、ブロッコ
リー

白ねぎ、ブロッコリー



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：鳥取県

協議会名：日吉津村地域農業再生協議会

1-1 排水対策助成（高畝栽培） 1 8,000 大豆、白ねぎ、ブロッコリー
高畝栽培（１条植：概ね15㎝以上、２条植：概ね30㎝以上）
を行うこと

1-2 排水対策助成（額縁明きょ） 1 8,000 大豆、白ねぎ、ブロッコリー 額縁明きょ（深さ：概ね30㎝以上）を施工し、作付すること

1-3 排水対策助成（耕盤破砕） 1 8,000 大豆、白ねぎ、ブロッコリー 耕盤破砕（間隔：概ね1.5m以内）を施工し、作付すること

2 担い手集積助成 1 2,000 大豆、白ねぎ、ブロッコリー 協議会が指定したブロックで作付を行うこと

3 地域振興作物作付助成 1 7,000 白ねぎ、ブロッコリー 地域振興作物を作付し、販売すること

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。


